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フラーレン(C60)に水酸基を導入した構造を持つ水酸化フラーレン(C60(OH)x)は、三次元的な水素

結合ネットワークを有する特異な分子であり、Hinokuma 等 1)の報告から C60(OH)12固体において

乾燥雰囲気下でプロトン伝導性を示すことが明らかとなった。しかしながら、C60(OH)24固体にお

いてはプロトン伝導性を示さないなど詳細な伝導メカニズムは明らかとされていないのが現状で

ある。これまで我々は、水酸化フラーレン固体のプロトンダイナミクスについて主に固体 NMR

分光法を用いて研究を行ってきた。 

本研究では、SWNTsに水酸基を付加した水酸化単層カーボンナノチューブ(SWNT-OH)を合成し、

その構造およびプロトンダイナミクスについて調べた結果について報告する。 

SWNT-OH は H2SO4/HNO3の混酸に HCl を加えた方法(a)
3)と NaAlO2を用いた方法(b)

4)を参考に

合成を行った。Fig. 1に合成した SWNT-OHと SWNTsの FT-IRスペクトルを示す。(a)のサンプル

においては、3200 cm
-1

, 1400cm
-1

, 1000 cm
-1付近に 3つのピークが見られ、それぞれO-H伸縮、C-O-H

変角、C-O 伸縮由来のピークと帰属できることから水酸基の付加が確認できた。(b)のサンプルに

おいては OH 付加由来のピークが確認できなかったことか

ら OHが付加していない、もしくは付加数が極めて少量であ

ることが考えられる。以上のことから(a)を用いてコンポジッ

トの作製を行った。作製法や詳細な物性に関しては当日に報

告する。 
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